
　　　　　　　　　　　　　　　注１

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　○○学部」

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　○○学部　○○学科」

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　○○学科」

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　０４９－２４６－２５３１

　　　電話番号　　０４９－２４６－２７００

　　　（夜間）　　

　　担当部局（課）名

　作成担当者

　　　職名・氏名　　教育支援ｾﾝﾀｰ・百合本
ユリモト

　健志
タケシ

　　　ｅ－mail　　kg-kyomu@s.shobi-u.ac.jp

学校法人　尚美学園　　　
平成２１年５月１日現在　　

[平成１９年度設置］

【届出】設置に係る設置計画履行状況報告書

尚美学園大学　総合政策学部　ライフマネジメント学科

　　　計画の区分：学部の学科の設置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注２

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

（注）１　「計画の区分」は届出時の基本計画書の「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　○○学部　○○学科（通信教育課程）」

届出
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届　　出　　時 変　更　状　況 備　　　考

（タカノ　フミオ ） （ マツダ　ヨシユキ ）

髙野　文雄 松田　義幸

（平成16年4月） （平成21年4月）

（ ホリエ　フカシ） （ マツダ　ヨシユキ ）

堀江　湛 松田　義幸

（平成12年4月） （平成20年4月）

（ オオキ　ケイスケ）

大木　啓介

（平成19年4月）

（ サカモトクニヒコ）

坂本　邦彦

（平成19年4月）

（注）１．　『(３)　大学の位置』は，届出学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書き

　　　　　で記入してください。

　　　２．　『(４)　管理運営組織』の「変更状況」欄は，変更があった場合のみ記入し，併せて「備考」欄に変更

　　　　　の理由と変更年月日，報告年度を（　）書きで記入してください。

　　　　　（例）平成２１年度に報告する内容　→（21）

１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

学　　長

職　　名

（４） 管理運営組織

　　　　学　校　法　人　　　尚　美　学　園

（２） 大　学　名

　　　〒３５０－１１１０

　　　　尚　美　学　園　大　学

（３） 大学の位置

　　　　埼玉県川越市豊田町1丁目1番地１

理 事 長

学 部 長

学科長等

任期途中による辞任(21)

任期満了による辞任(21)

1



修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

年 人 年次 人

総合政策学部 人

ﾗｲﾌﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科 3年次

4 110 20 480

学士（総合政策）

対象年度

区　分

110人 140人 140人 人
(　 　) (　 　) ( 3 ) (  　)
　 　

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

171 222 277

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

166 220 275

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

152 187 239

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

141 179 227

入学定員超過率 (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

Ｂ／Ａ 1.28 1.28 1.62

対象年度

学　年

[　－　] [　1　] [　1　] [　　 ]

141 179 227

[　－ ] [　－ ] [　1　] [　　 ]

－ 142 175

[　－ ] [　－ ] [　－ ] [　　 ]

－ － 122

[　－ ] [　－ ] [　－ ] [　　 ]

－ － －

[　－ ] [ 1 ] [　2 ] [　　 ]

141 321 524

　　　　ください。

　　　３　定員を変更した場合は，備考欄に変更前の人数，変更年月及び報告年度を（　）書きで記入してくだ
　　　　さい。

（注）１　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　入学定員超過率も同様の方法としてください。

平成20年度2年次に他学科か
ら転科5名。

１年次

２年次

３年次

４年次

計

備　　　　　考平成１９年度

　　　２　「平均入学定員超過率」欄には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してくだ
　　　　さい。入学定員超過率については，小数点以下第３位を切り捨て，小数点以下第２位まで記入し，平均

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

平成１９年度 平成２２年度

調査対象学部等の
名称（学位）

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を備考欄に付記してください。 該当がない年には

備　　考平成２０年度 平成２１年度

設 置 時 の 計 画
備　　　　　考

入学定員変更前110人、
変更年月平成20年4月(21)

　　　　「－」を記入してください。

（注）１　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）１　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください。
　　　２　様式は，平成１９年度開設の場合（平成２２年度までの４年間）ですが，開設年度に合わせて作成し

　　　　い。）
　　　　てください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合には，欄を設けてくださ

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

平均入学定員
超 過 率

Ｂ　 入学者数

1.40倍

志願者数

合格者数

Ａ　 入学定員

受験者数

今年度は平成２２年度
欄の記入は不要です。

今年度は平成２２年度
欄の記入は不要です。
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[　-　]
4

[　-　]
141

うち平成１９年度入学者 4人 うち平成１９年度 141人

[　-　]
21

[　1　]
320

うち平成１９年度入学者 12人 うち平成１９年度 141人

うち平成２０年度入学者 9人 うち平成２０年度 179人

[　-　]
0

[　2　]
547

うち平成１９年度入学者 0人 うち平成１９年度 141人

うち平成２０年度入学者 0人 うち平成２０年度 179人

うち平成２１年度入学者 0人 うち平成２１年度 227人

[　　　] [　　　]

うち平成１９年度入学者 人 平成１９年度 人

うち平成２０年度入学者 人 平成２０年度 人

うち平成２１年度入学者 人 平成２１年度 人

うち平成２２年度入学者 人 平成２２年度 人

　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

平成１９年度

退学者数（ａ） 入学者数（ｂ）
入学者に対する
退学者数の割合
（a/ｂ）

[　　　％]
　　2.8％

　　　　　　区　分

 対象年度

計 （累積）計

[　　0％]
　　　 6.6％

（主な退学理由）
進路変更９、修学意欲の低下４、就職２、経済的理由５、その他２

[　　0％]
　　　0.0 ％

（主な退学理由）
進路変更３、修学意欲の低下１

計 （累積）計

平成２０年度

計

平成２２年度

（累積）計

平成２１年度

（主な退学理由）

計 （累積）計

（主な退学理由）

[　　　％]
　　　 ％

（注）１　[　　]内には，留学生の状況について内数で記入してください。

　　　　入学者（累積）で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下第

　　　３　「主な退学理由」欄は，下の項目を参考に，その人数も含めて記入してください。

　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　　　　　・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　１位までを記入してください。

　　　２　「入学者数に対する退学者数の割合」欄は，各対象年度における退学者数を開設年度から当該年度までの
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２　授業科目の概要

＜学部共通科目＞

（１） 授業科目表

必修 選択 自由 教授 准教授 講師 助教

情 報 化 社 会 論 1･2･3･4 2

情 報 化 社 会 論 特 論 1･2･3･4 2

放 送 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 1･2･3･4 2

放 送 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 特 論 1･2･3･4 2

新 聞 出 版 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 1･2･3･4 2

新 聞 出 版 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 特 論 1･2･3･4 2

著 作 権 論 1･2･3･4 2

著 作 権 論 特 論 1･2･3･4 2

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 心 理 1･2･3･4 2

エ ン タ テ イ ン メ ン ト 企 画 制 作 論 1･2･3･4 2

エ ン タ テ イ ン メ ン ト 企 画 制 作 論 特 論 1･2･3･4 2

社 会 調 査 Ⅰ 1･2･3･4 2

社 会 調 査 Ⅱ 1･2･3･4 2

ア ー ト ・ マ ネ ジ メ ン ト 1･2･3･4 2 1

ア ー ト ・ マ ネ ジ メ ン ト 特 論 1･2･3･4 2

放 送 文 化 史 1･2･3･4 2 1

異 文 化 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 1･2･3･4 2

起 業 論 1･2･3･4 2 1

ア ナ ウ ン ス 表 現 論 1･2･3･4 2 1

法 学 Ａ ( 憲 法 を 含 む ) 1･2･3･4 2

法 学 Ａ ( 憲 法 を 含 む ) 特 論 1･2･3･4 2

法 学 Ｂ 1･2･3･4 2 1 ２ 1 担当教員辞任による教員変更及び

担当教員変更(21)

　担当:笹川隆太郎(教授)、五十子敬子(教授)

現 代 の 経 済 1･2･3･4 2 1

現 代 の 経 済 特 論 1･2･3･4 2

現 代 の 政 治 1･2･3･4 2 1

現 代 の 政 治 特 論 1･2･3･4 2 1

心 理 学 1･2･3･4 2 1

ス ポ ー ツ 心 理 学 1･2･3･4 2

心 理 学 特 論 1･2･3･4 2 1

文 化 人 類 学 1･2･3･4 2

文 化 人 類 学 特 論 1･2･3･4 2

環 境 と 科 学 1･2･3･4 2

環 境 と 科 学 特 論 1･2･3･4 2

社 会 学 1･2･3･4 2

地 理 学 概 説 1･2･3･4 2

現 代 の 企 業 経 営 1･2･3･4 2 1 平成21年度担当教員変更(21)

  担当：飯野邦彦(教授)

現 代 の 国 際 社 会 1･2･3･4 2 1

テ ー マ パ ー ク 論 Ⅰ 1･2･3･4 2 　平成21年度科目追加(21)

テ ー マ パ ー ク 論 Ⅱ 1･2･3･4 2 　 担当:松田義幸(学長)、兼任講師

社 会 思 想 1･2･3･4 2

社 会 思 想 特 論 1･2･3･4 2

文 化 1･2･3･4 2 1

文 化 特 論 1･2･3･4 2 1

ス ポ ー ツ 哲 学 （ 体 育 原 理 ） 1･2･3･4 2

建 築 ・ 都 市 1･2･3･4 2

建 築 ・ 都 市 特 論 1･2･3･4 2

人 文 地 理 1･2･3･4 2

歴 史 Ａ 1･2･3･4 2 1 　担当教員辞任による教員変更(21)

歴 史 Ａ 特 論 1･2･3･4 2 1 　　担当教員未定

歴 史 Ｂ 1･2･3･4 2 1

歴 史 Ｂ 特 論 1･2･3･4 2 1

音 楽 と 社 会 1･2･3･4 2

音 楽 と 社 会 特 論 1･2･3･4 2

ク ラ シ ッ ク 音 楽 1･2･3･4 2

ク ラ シ ッ ク 音 楽 特 論 1･2･3･4 2

ポ ピ ュ ラ ー 音 楽 1･2･3･4 2 1 　担当教員辞任による教員変更(21)

ポ ピ ュ ラ ー 音 楽 特 論 1･2･3･4 2 1 　　担当:兼任講師

合 唱 特 論 Ａ 1･2･3･4 2 1 　担当教員辞任による教員変更(21)

合 唱 特 論 Ｂ 1･2･3･4 2 1 　　担当:兼任講師

美 術 1･2･3･4 2

美 術 特 論 1･2･3･4 2

日 本 史 概 説 Ⅰ 1･2･3･4 2

日 本 史 概 説 Ⅱ 1･2･3･4 2

日 本 史 特 論 Ⅰ 1･2･3･4 2

日 本 史 特 論 Ⅱ 1･2･3･4 2

世 界 史 概 説 Ⅰ 1･2･3･4 2

世 界 史 概 説 Ⅱ 1･2･3･4 2

世 界 史 特 論 Ⅰ 1･2･3･4 2

世 界 史 特 論 Ⅱ 1･2･3･4 2 1

フ ァ ッ シ ョ ン 文 化 論 1･2･3･4 2 2 　平成20年度科目追加（21）

ビ ュ ー テ ィ 文 化 論 1･2･3･4 2 2 　　担当:五十子敬子(教授)、伊達雅彦(教授)

観 光 ツ ー リ ズ ム 論 1･2･3･4 2 1 1 1 　平成21年度科目追加(21)

観 光 プ ロ デ ュ ー ス 論 1･2･3･4 2 1 1 1 　　担当:早川武彦(教授)、小島克典(准教授)

　　　　 江頭満正(講師）

コ ン ピ ュ ー タ リ テ ラ シ ー 演 習 Ⅰ 1 2 1

コ ン ピ ュ ー タ リ テ ラ シ ー 演 習 Ⅱ 1 2

Ｗ ｅ ｂ デ ザ イ ン 基 礎 1 2 1

デ ー タ 分 析 法 Ⅰ 2･3･4 2

デ ー タ 分 析 法 Ⅱ 2･3･4 2 1

ビ ジ ネ ス プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅰ 2･3･4 4

ビ ジ ネ ス プ ロ グ ラ ミ ン グ Ⅱ 2･3･4 4

コ ン ピ ュ ー タ 初 級 演 習 Ⅰ 2･3･4 2 1

コ ン ピ ュ ー タ 初 級 演 習 Ⅱ 2･3･4 2 1

コ ン ピ ュ ー タ 中 級 演 習 Ⅰ 3・4 2 1

コ ン ピ ュ ー タ 中 級 演 習 Ⅱ 3・4 2 1

コ ン ピ ュ ー タ 上 級 演 習 Ⅰ 3・4 2 1

コ ン ピ ュ ー タ 上 級 演 習 Ⅱ 3・4 2

コ ン ピ ュ ー タ 上 級 演 習 Ⅲ 3・4 2

コ ン ピ ュ ー タ 上 級 演 習 Ⅳ 3・4 2

デ ー タ 構 造 論 2･3･4 2 1

確 率 と 統 計 基 礎 2･3･4 2 1

情 報 学 概 論 2･3･4 2 1

授
業
科
目
の
概
要

授業科目の名称

両
学
部
共
通
科
目

情

報

科

目

備考配当年次
単位数又は時間数

メ

デ

ィ

ア

・

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

社

会

科

学

専任教員の配置

総

合

科

目

人

文

科

学
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必修 選択 自由 教授 准教授 講師 助教

英 語 イ ン テ ン シ ヴ Ⅰ 1 1 1
英 語 イ ン テ ン シ ヴ Ⅱ 1 1
英 語 イ ン テ ン シ ヴ Ⅲ 1 1 1
英 語 イ ン テ ン シ ヴ Ⅳ 1 1
英 語 イ ン テ ン シ ヴ Ⅴ 2 1 1
英 語 イ ン テ ン シ ヴ Ⅵ 2 1
英 語 イ ン テ ン シ ヴ Ⅶ 2 1 1
英 語 イ ン テ ン シ ヴ Ⅷ 2 1
英 語 Ⅰ 1 1 1 1 平成21年度担当教員昇格(21)
英 語 Ⅱ 1 1 1 1 平成21年度担当教員昇格(21)
英 語 Ⅲ 2 1
英 語 Ⅳ 2 1
ド イ ツ 語 Ⅰ 1 1
ド イ ツ 語 Ⅱ 1 1
ド イ ツ 語 Ⅲ 2 1
ド イ ツ 語 Ⅳ 2 1
フ ラ ン ス 語 Ⅰ 1 1
フ ラ ン ス 語 Ⅱ 1 1
フ ラ ン ス 語 Ⅲ 2 1
フ ラ ン ス 語 Ⅳ 2 1
ス ペ イ ン 語 Ⅰ 1 1
ス ペ イ ン 語 Ⅱ 1 1
ス ペ イ ン 語 Ⅲ 2 1
ス ペ イ ン 語 Ⅳ 2 1
中 国 語 Ⅰ 1 1
中 国 語 Ⅱ 1 1
中 国 語 Ⅲ 2 1
中 国 語 Ⅳ 2 1
韓 国 語 Ⅰ 1 1
韓 国 語 Ⅱ 1 1
韓 国 語 Ⅲ 2 1
韓 国 語 Ⅳ 2 1
イ タ リ ア 語 Ⅰ 1 1
イ タ リ ア 語 Ⅱ 1 1
イ タ リ ア 語 Ⅲ 2 1
イ タ リ ア 語 Ⅳ 2 1
イ タ リ ア 語 Ⅴ 3 1
イ タ リ ア 語 Ⅵ 3 1
英 語 圏 文 化 論 1･2･3･4 2 1 1 平成21年度担当教員昇格(21)
ド イ ツ 語 圏 文 化 論 1･2･3･4 2
フ ラ ン ス 語 圏 文 化 論 1･2･3･4 2
ス ペ イ ン 語 圏 文 化 論 1･2･3･4 2
中 国 語 圏 文 化 論 1･2･3･4 2

韓 国 語 圏 文 化 論 1･2･3･4 2

検 定 英 語 基 礎 講 座 Ａ 1･2･3･4 1 1

検 定 英 語 基 礎 講 座 Ｂ 1･2･3･4 1 1

Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ 初 級 Ａ 1･2･3･4 1 1

Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ 初 級 Ｂ 1･2･3･4 1 1

Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ 中 級 Ａ 1･2･3･4 1

Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ 中 級 Ｂ 1･2･3･4 1

Ｔ Ｏ Ｅ Ｆ Ｌ 講 座 Ａ 2･3･4 1 1

Ｔ Ｏ Ｅ Ｆ Ｌ 講 座 Ｂ 2･3･4 1 1

英 会 話 Ａ 1･2･3･4 1

英 会 話 Ｂ 1･2･3･4 1

初 級 英 語 Ａ 1･2･3･4 1 1

初 級 英 語 Ｂ 1･2･3･4 1 1

英 語 リ ー デ ィ ン グ Ａ 3・4 1 1 1 平成21年度担当教員昇格(21)

英 語 リ ー デ ィ ン グ Ｂ 3・4 1 1 1 平成21年度担当教員昇格(21)

上 級 英 語 Ａ 3・4 1 1

上 級 英 語 Ｂ 3・4 1 1

ラ テ ン 語 Ⅰ 3・4 1

ラ テ ン 語 Ⅱ 3・4 1

日 本 語 Ⅰ 1･2･3･4 2 1 1 平成21年度担当教員昇格(21)

日 本 語 Ⅱ 1･2･3･4 2 1 1 平成21年度担当教員昇格(21)

日 本 語 Ⅲ 2･3･4 2 1 1 平成21年度担当教員昇格(21)

日 本 語 Ⅳ 2･3･4 2 1 1 平成21年度担当教員昇格(21)

日 本 文 化 論 Ａ 1･2･3･4 2

日 本 文 化 論 Ｂ 1･2･3･4 2

日 本 語 能 力 試 験 １ 級 対 策 講 座 3・4 2

生 涯 ス ポ ー ツ 論 1･2･3･4 2

ス ポ ー ツ 表 現 Ⅰ ( 体 づ く り 運 動 ) 1･2･3･4 1

ス ポ ー ツ 表 現 Ⅱ ( 陸 上 競 技 ) 1･2･3･4 1

ス ポ ー ツ 表 現 Ⅲ ( 器 械 運 動 ) 1･2･3･4 1

ス ポ ー ツ 表 現 Ⅳ ( 水 泳 ) 1･2･3･4 1

ス ポ ー ツ 表 現 Ⅴ ( ﾊ ﾞ ｽ ｹ ｯ ﾄ ﾎ ﾞ ｰ ﾙ ) 1･2･3･4 1 1

ス ポ ー ツ 表 現 Ⅵ ( バ ド ミ ン ト ン ) 1･2･3･4 1 1

ス ポ ー ツ 表 現 Ⅶ ( 剣 道 ) 1･2･3･4 1

ス ポ ー ツ 表 現 Ⅷ （ ダ ン ス ） 1･2･3･4 1

ス ポ ー ツ 表 現 Ⅸ （ サ ッ カ ー ） 1･2･3･4 1

ス ポ ー ツ 表 現 Ⅹ （ テ ニ ス ） 1･2･3･4 1 1

ス ポ ー ツ 表 現 XI （ 卓 球 ） 1･2･3･4 1 1

ス ポ ー ツ 生 理 学 1･2･3･4 2

ス ポ ー ツ 医 学 Ⅰ 2･3･4 2

ス ポ ー ツ 医 学 Ⅱ 2･3･4 2

運 動 学 Ⅰ 1･2･3･4 2

運 動 学 Ⅱ 1･2･3･4 2

授
業
科
目
の
概
要

両
学
部
共
通
科
目

外

国

語

科

目

授業科目の名称

ｳ

ｴ

ﾙ

ﾈ

ｽ

科

目

日

本

語

科

目

専任教員の配置
配当年次 備考

単位数又は時間数
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＜総合政策学部　ライフマネジメント学科＞

（１） 授業科目表

必修 選択 自由 教授 准教授 講師 助教
１ ２ ９　５ ３　５ ２　２ 　教員辞任、採用及び昇格により、担当教員変更(21)

１ ２ ９　５ ３　５ ２　２ 　　担当：岡林隆（教授）、長谷川博幸（准教授）

　　　　　荘発盛（准教授)(昇格）、

　　　　　小島克典(准教授)、江頭満正(講師)(採用)

１ ２ 1 1 　クラス再編成により教員を追加(21)

１ ２ 1 1 　　担当:中野邦観(教授)、角谷淳(准教授)

1･2･3･4 ２

1･2･3･4 ２

1･2･3･4 ２

1･2･3･4 ２

1･2･3･4 ２ 1

1･2･3･4 ２ 1

1･2･3･4 ２

1･2･3･4 ２

1･2･3･4 ２

1･2･3･4 ２

1･2･3･4 ２

1･2･3･4 ２

1･2･3･4 ２

1･2･3･4 ２ 1 クラス再編成により教員を追加(21)

　担当:荘発盛(准教授)

1･2･3･4 ２

1･2･3･4 ２ 1 1 平成20年度担当教員昇格(21)

1･2･3･4 ２

1･2･3･4 ２ 1

1･2･3･4 ２ 1

1･2･3･4 ２ 1 平成19年度担当教員の職制変更(21)

　担当:岡林隆(教授)

1･2･3･4 ２ 平静20年度担当教員就任辞退により、

担当者変更(21)

　担当:兼任講師

1･2･3･4 ２ 1

1･2･3･4 ２ 1

1･2･3･4 ２

1･2･3･4 ２ 1

1･2･3･4 ２ 1

1･2･3･4 ２ 1

1･2･3･4 ２ 1

1･2･3･4 ２ 1

1･2･3･4 ２

1･2･3･4 ２ 1

1･2･3･4 ２ 1

1･2･3･4 ２ 1

1･2･3･4 ２ 1 教職課程編成により科目担当者変更(21)

1･2･3･4 ２ 1 　担当:兼任講師

1･2･3･4 ２

1･2･3･4 ２

1･2･3･4 ２

1･2･3･4 ２

1･2･3･4 ２ 1

1･2･3･4 ２

1･2･3･4 ２

1･2･3･4 ２

1･2･3･4 ２

1･2･3･4 ２

1･2･3･4 ２

1･2･3･4 ２

1･2･3･4 ２

1･2･3･4 ２

1･2･3･4 ２

3･4 ２ 1

2･3･4 ２ 1 　平成20年度兼任講師辞任により担当者変更（21）

2･3･4 ２ 1 　　担当:小島克典(准教授)

3･4 ２ 1

3･4 ２

3･4 ２

3･4 ２ 1

3･4 ２

3･4 ２

3･4 ２

3･4 ２ 1

3･4 ２

3･4 ２

2･3･4 ２ 1

2･3･4 ２

3･4 ２

3･4 ２

2･3･4 ２ 1

2･3･4 ２ 1

3･4 ２ 1

3･4 ２ 1

3･4 ２ 1

Ⅱ
　
文
化
振
興
政
策
の
基
本

生
涯
学
習
支
援
政
策
の

基
礎

文
化
と
ア
ー

ト
の
基
礎

日 本 文 化 史

考 古 学

地 誌 学

社 会 心 理 学 概 論

マ ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 概 論

憲 法 概 論 Ⅰ

憲 法 概 論 Ⅱ

民 法 概 論 Ⅰ

国 際 法 概 論

商 法 概 論

配当年次
専任教員の配置単位数又は時間数

地 方 自 治 論

Ⅰ
　
総
合
政
策
研
究
の
基
本

政
治
・
法
律

経
済
・
経
営

文
化
政
策
の
基
礎

文 章 表 現 法 Ⅰ

文 章 表 現 法 Ⅱ

数 的 処 理

政 策 過 程 論

政 治 学 概 論

行 政 学 概 論

基
礎
科
目

生
涯
学
習
支
援
政
策
の

展
開

授業科目の名称

基 礎 演 習 Ⅰ

基 礎 演 習 Ⅱ

文
化
政
策
の
展
開

学
科
基
本
科
目

民 法 概 論 Ⅱ

行 政 法 概 論

経 済 学 概 論

経 済 政 策

国 際 経 済 論

財 政 学

経 営 学

会 計 学

人 間 力 戦 略 論

文 化 政 策 概 論

ス ポ ー ツ 文 化 政 策 論

生 涯 学 習 論 Ⅰ

生 涯 学 習 論 Ⅱ

生 涯 学 習 支 援 政 策 Ⅰ

生 涯 学 習 支 援 政 策 Ⅱ

生 涯 学 習 支 援 ｼ ｽ ﾃ ﾑ ・ ﾈ ｯ ﾄ ﾜ ｰ ｸ

教 育 原 理

教 育 心 理 学

道 徳 教 育 論

文 化 政 策 と 公 衆 衛 生

映 像 文 学 論

朗 読 文 学

美 術 史 Ⅰ （ 日 本 ）

美 術 史 Ⅱ （ 東 洋 ）

美 術 史 Ⅲ （ 西 洋 ）

音 楽 史

パ フ ォ ー ミ ン グ 演 習 Ⅰ ( 舞 踏 )

パ フ ォ ー ミ ン グ 演 習 Ⅱ ( 古 典 芸 能 )

パ フ ォ ー ミ ン グ 演 習 Ⅲ ( 舞 台 芸 術 )

パフォーミング演習Ⅳ(ｽ ﾄ ﾚ ｽ ﾏ ﾈ ｼ ﾞ ﾒﾝ ﾄ)

パ フ ォ ー ミ ン グ 演 習 Ⅴ ( 野 外 教 育 )

ビ ジ ュ ア ル 演 習 Ⅰ ( 美 術 制 作 )

ビ ジ ュ ア ル 演 習 Ⅱ ( 画 像 )

ビ ジ ュ ア ル 演 習 Ⅲ ( 書 道 )

ビ ジ ュ ア ル 演 習 Ⅳ ( 文 芸 創 作 )

ア ー ト ･ マ ネ ジ メ ン ト 特 殊 研 究

ス ポ ー ツ マ ネ ジ メ ン ト

ク ラ ブ マ ネ ジ メ ン ト

メ セ ナ （ 文 化 支 援 活 動 ） 論

Ｎ Ｐ Ｏ 論

観 光 文 化 政 策 論

都 市 政 策

地 方 財 政 論

地 方 自 治 法

知 的 財 産 法

西 洋 思 想 史

日 本 思 想 史

都 市 環 境 デ ザ イ ン

博 物 館 概 論

図 書 館 情 報 学 概 論

地 域 福 祉 論

余 暇 文 化 論

健 康 教 育 法 Ⅰ

健 康 教 育 法 Ⅱ

ラ イ フ ス キ ル 論

性 ・ エ イ ズ 教 育 法

生 涯 学 習 特 殊 研 究

学
科
展
開
科
目

人
間
力
ビ
ジ
ョ

ン
の
具
体
的
展
開
と
地
域
づ
く
り

・
広
報
活
動

備考
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必修 選択 自由 教授 准教授 講師 助教
3･4 ２ 1

3･4 ２ 1

3･4 ２ 1

3･4 ２

3･4 ２

3･4 ２

3･4 ２ 1

3･4 ２

3･4 ２

3･4 ２

3･4 ２ 1

3･4 ２ 1

３ ４ ９　８ ３　５ ２　２ 　教員辞任、採用及び昇格により、担当教員変更(21)

４ ４ ９　８ ３　５ ２　２ 　　担当：荘発盛（准教授)(昇格）、

　　　　　小島克典(准教授)、江頭満正(講師)(採用)

2･3･4 ２

3･4 ２

3･4 ２

2･3 ２

3･4 ２

1･2･3･4 ２

1･2･3･4 ２

（２） 授業科目数

選択 自由 計 必修 選択 自由 計

科目 科目 科目 科目 科目 科目 科目

263 0 268 5 269 0 274

[　0　] [　6　] [　0　] [　6　]

学

科

展

開

科

目

人
間
力
ビ
ジ
ョ

ン
の
具
体
的
展
開
と
地
域
づ
く
り

・
広
報
活
動

配当年次
単位数又は時間数 専任教員の配置

備考

科目

5

必修

文
化
と
ア
ー

ト
の
展
開

総 合 文 化 論 応 用 演 習 Ⅰ ( 舞 踏 )

フィ ール ドワ ーク Ⅱ（ 文化 人類 学）

フ ィ ー ル ド ワ ー ク Ⅲ （ 地 方 史 ）

フ ィ ー ル ド ワ ー ク Ⅳ （ 地 誌 学 ）

総 合 文 化 論 応 用 演 習 Ⅱ ( 舞 台 芸 術 ）

総合文化論応用演習Ⅲ(ｽ ﾄ ﾚ ｽ ﾏ ﾈ ｼ ﾞ ﾒﾝ ﾄ)

授業科目の名称

フ ィ ー ル ド ワ ー ク Ⅰ （ 考 古 学 ）

総 合 文 化 論 応 用 演 習 Ⅳ ( 文 芸 創 作 )

変更状況

総 合 演 習

卒 業 研 究

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ａ

メディア文化論制作Ⅰ ( 新聞・雑 誌 )

メ デ ィ ア 文 化 論 制 作 Ⅱ ( 放 送 )

メディア文化論制作Ⅲ ( 広告・広 報 )

メディア文化論制作Ⅳ(ﾃﾞｼﾞﾀﾙ配信ｺﾝﾃﾝﾂ)

備考

キ ャ リ ア デ ザ イ ン Ｂ

ビ ジ ネ ス 実 務

イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅰ

イ ン タ ー ン シ ッ プ Ⅱ

海 外 研 修 Ⅰ （ 言 語 ）

海 外 研 修 Ⅱ （ 文 化 ）

届出時の計画

8



番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ 生涯学習支援政策Ⅱ 2 1･2･3･4 専門 選択
就任予定の非常勤講師辞退による。
後任教員を公募予定。

２ メディア文化論制作Ⅱ(放送) 2 3・4 専門 選択
就任予定の非常勤講師辞退による。
後任教員を公募予定。

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１

２

３

2

268

　　　５　「(５)　授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」」欄には，

　　　　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周

　　　６　「(６)　「届出時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合」は，小数点

　　　　以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。

　　　　知方法」を記入してください。

　　　３　「(３)　未開講科目」は，届出時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らか

　　　　の理由で未開講となっている授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的

　　　４　「(４)　廃止科目」は，届出時の計画にあった授業科目を何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した

　　　　授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

　　　　に記入してください。

　　　　［　］内に届出時の計画からの増減を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

　　　２　「(２)　授業科目数」は，未開講である場合や，配当年次に関わらず，教育課程上の授業科目数を記入す

　　　　る（資格に関する課程など，別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）とともに，

未開講科目と廃止科目の計

届出時の計画の授業科目数の計
＝ 0.01

（注）１　「(１)　授業科目表」は，設置届出書の様式第２号（その２）に準じて作成してください。

（３） 未開講科目

（４） 廃止科目

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

（６） 「届出時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

 現在、上記２科目に関して当初就任予定であった非常勤講師が科目を担当できない状況になったため未開講の状態であるが、後
任教員の公募を進め、平成21年度秋学期または22年度春学期の開講を予定している。学生へは、セメスター当初に行うオリエン
テーションにおいて周知徹底していく。「生涯学習支援政策Ⅰ」は既に開講していること、また、「メディア文化論政策」に関
してはⅠ、Ⅲ、Ⅳは開講していることから単独の科目が未開講である状況とは異なるが、速やかに履修の機会を提供していく考
えである。
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備考

平成19年4月

運動場拡張のため(21)

大学全体

大学全体

図書費には電子

ジャーナル、データ

ベースの整備費

(運用コスト含む)含む

　　　２　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を備考欄に記入してください。

0㎡ 0㎡ 0㎡そ　の　他

合　　　計

0㎡

(８)

(６) 図　　書　　館

0㎡ 25,589  21,900㎡

0㎡ 0㎡ 135,194㎡

完成年度

運動場用地

小　　　計 135,194㎡

25,589  21,900㎡ 0㎡

経費
の見
積り

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

区　　分

　

図
書
・
設
備

(５)

計

新設学部等
の名称

開設前年度

講　義　室

(３) 教　　室　　等

演　習　室

第６年次第４年次 第５年次

実験実習室

千円100,000千円設備購入費

400千円

面　　　　　積

135,194㎡

語学学習施設情報処理学習施設

閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

第１年次 第２年次 第３年次

30,000千円図書購入費教員１人当り研究費等 400千円

1,180千円 900千円 900千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

学生納付金以外の維持方法の概要 私立大学等の経常費補助、資産運用収入、雑収等

学生１人当
り

納付金 千円900千円 千円

完成年度区　　　　分 開設年度

共 同 研 究 費 等 6,000千円 8,000千円 100,000千円

20,000千円

開設年度

20,000千円

点

〔うち外国書〕 電子ジャーナル

〔うち外国書〕種

３　施設・設備の整備状況，経費

0㎡ 0㎡

（37,463  33,695㎡）

135,194㎡ 0㎡ 0㎡

（　　　　 0㎡）

(４) 専任教員研究室

視聴覚資料 機械・器具 標　　本
〔うち外国書〕

図　　書 学術雑誌

37,463  33,695㎡ 0㎡

（注）１　届出時の計画を設置届出書の様式第２号（その１）に準じて作成してください。

新設学部等の名称 室　　　　　　数

室

冊

（　　　　 0㎡）

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

0㎡ 0㎡ 109,605  113,294㎡109,605  113,294㎡

（　　　　 0㎡）

(２) 校　　　　　舎

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計(１) 区　　 分

点 点
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

芸術情報学部

情報表現学科 4 160 30 700
学　士

(芸術情報）
1.07 平成12年度

埼玉県川越市
下松原655番地

音楽表現学科 4 140 20 600
学　士

(芸術情報）
1.02 平成12年度

埼玉県川越市
下松原655番地

総合政策学部

総合政策学科 4 220 0 880
学　士

(総合政策）
1.05 平成12年度

埼玉県川越市豊田町
1丁目１番地1

ﾗｲﾌﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学科 4 140 0 560
学　士

(総合政策）
1.34 平成19年度

埼玉県川越市豊田町
1丁目１番地1

大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

　　　　より学生募集停止」と記入してください。

　　　　状況を記入してください。

　尚　美　学　園　大　学

　　　３　「定員超過率」欄には，過去標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　いる場合には，専攻課程）単位で記入してください。なお，学生募集停止を行った学科（短期大学にお

　　　　平均の小数点第２位まで（小数点第３位を切り捨て）を，学科（短期大学において専攻課程を設置して

　　　　（大学院及び短期大学の専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。）

　　　　いて専攻課程を設置している場合には，専攻課程）の記載は不要です。

　　　４　学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員と収容定員は「－」とし，備考欄に「平成○年

（注）１　本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が，すでに設置している大学の学部，学部

　　　　の学科，短期大学の学科及び高等専門学校の学科について，大学，短期大学又は高等専門学校ごとに，

　　　２　設置届出書の様式第２号（その１）に準じて作成してください。

４　既設大学等の状況

　○　○　短　期　大　学
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備　　　　　考
講　師 助　教 計 助　手講　師 助　教

変　　更　　状　　況届　出　時　の　計　画

計 助　手 教　授

14 0 9

５　教員組織の状況

＜総合政策学部　ライフマネジメント学科＞

准教授教　授 准教授

2 0 17

（２） 専任教員数

9 3 2 0

( 8 ) ( 3 ) ( 2 ) ( 0 )

平成20年度より、八州学園大学学長に就任したため。

0

( 13 ) ( 0 ) ［　　　］ ［　3　］ ［　　　］

6

職　位

教授

専任教員氏名

山本　恒夫

３

番　号

１

辞任（就任辞退を含む）等の理由

［　　　］ ［　3　］ ［　　　］

（３） 専任教員辞任等の理由

２
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（４） 専任教員交代に係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

 専任教員辞任に伴う科目担当者の変更に関しては、専任教員および非常勤講師により手当てし、オリエンテー

ションにおいて学生に周知・徹底した。

　また、専任教員を3名増員することにより、より肌理の細かい履修環境の整備を行ってきている。

（注）１　「(１)　担当教員表」は，設置届出書の様式第３号（その１）に準じて作成してください。

　　　　　なお，当該設置に係る学部，学科等に所属しない教員であって，全学共通，学部共通などの授業科目

　　　　を担当する教員組織に所属している場合は，〈表題〉を「共通」とし，表を分けて作成してください。

　　　２　後任が決まっていない場合には，「後任未定」と記入してください。

　　　３　辞任者は「備考」欄に退職年月，氏名，理由を記入してください。

　　　４　年齢は，就任年度に関わりなく，「届出時の計画」欄には，開設時現在の満年齢を，「変更状況」欄

　　　　には，平成２１年５月１日現在の満年齢を記入してください。

　　　５　教員を学年進行中に変更した又は変更する予定の場合（「新規採用」，「担当授業科目の変更」又は

　　　　「昇格」をいう。）は，変更後の状況を記入するとともに，その理由，後任者が決まっていない場合は

　　　　「後任未定」及び今後の採用計画を「備考」欄に記入してください。

　　　６　「(２)　教員数」の「届出時の計画」欄には，完成時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時

　　　　の状況を記入し，「変更状況」欄には，平成２１年５月１日現在（就任年月に達していない者を含む）

　　　　の状況を記入するとともに，［　］内に届出時の計画との増減数を記入してください。

　　　　（記入例：１名減の場合：△１）

　　　７　「(３)　専任教員辞任等の理由」欄には，届出時の計画からの専任教員の辞任等の理由について，可

　　　　能な限り具体的に記入してください。

　　　８　「(４)　専任教員交代に係る大学の所見」欄には，専任教員交代に係る学生の履修等への影響に関す

　　　　る「大学の所見」及び「学生への周知方法」を記入してください。
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届　出　時　の　計　画 変更内容・状況，今後の見通しなど

①　修了要件単位数 ①　教養教育をより高めるため，両学部共通科目（６科

　　１３２単位　必修科目１０単位，選択科目４６７単位 　目・１２単位）を追加。

　　　 　

②　専任教員数 ②　学科の教育目標及び学科の特性を高めるため、専任教

　　教授９、准教授３、講師２、計１４ 員（教授１、准教授１、講師１）を追加。

　　　 　

③　施設・設備 ③　学生の修学環境を改善するため，運動場用地を

　ａ　運動場用地（21,900㎡） 　3,689㎡増やし、25,589㎡とした。

６　その他全般的事項

＜総合政策学部　ライフマネジメント学科＞

（１） 設置計画変更事項等

（２） 教員の資質の維持向上の方策（ＦＤ活動含む）

①　実施体制

　　　反映させている。

　ｄ　実施結果を踏まえた授業改善への取組状況

　ｂ　実施方法

　ｃ　開催状況（教員の参加状況含む）

　　・　学期に1回開催、ほぼ全員の教員が参加。

　　・　主にシンポジウム形式で実施

　　・　授業評価アンケートの結果を集計、担当教員へ学生からの意見等フィードバックし、授業運営及び改善に

　　・　授業方法について研究会

②　実施状況　※実施されている取組を全て記載すること。

　ａ　実施内容

　　・　リメディアル教育・教養教育のあり方

　　・　障害者学生対応について

　　・　留学生対応について

　　・　授業評価アンケート

　　・　カリキュラム構築・運営法

　　・　新任教員のための研修会

　ａ　委員会の設置状況

　　・自己評価委員会（添付規程：自己評価委員会規程）

　ｂ　委員会の開催状況（教員の参加状況含む）

　　　※関係規程等を転載又は添付すること

　ｃ　委員会の審議事項等
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（３） 自己点検・評価等に関する事項

①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見

②　自己点検・評価報告書

　本学科は、既設の総合政策学科において取り上げられてきた政策課題に加え、新しい政策課題として文化振興政策を
中心に据え、アート（文芸）とスポーツのいずれかを学習の柱としながら、社会に対する政策提言能力を養うととも
に、文芸振興やスポーツ振興の場で活躍することができる人材の育成を図ってきている。現在学年進行中で、実社会の
場で目的が達成されたか否かの検証はできないが、本学科で取得可能な資格である博物館学芸員課程、教職課程に関し
ては、３年次の半数以上が履修している。
　このように、文化振興政策の基本を学びながら、卒業後、学習の成果を現実の社会の中で実践していくことができる
準備を着実に積み重ねてきている。

　ａ　公表（予定）時期

　　・平成２２年５月１日　公表予定

　ｂ　公表方法

　　・自己点検・評価報告書を刊行し，配布

　　・大学ホームページ上に公開予定

③　認証評価を受ける計画

　　・平成２１年度１０月、認証評価機関（日本高等評価機構）の評価受審予定
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（http://www.　未定　　　　　　　 ）

　d　上記で「承諾する」を選んだ場合、そのリンク先のアドレス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（http://www.　未定　　　　　　　 ）

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表予定時期　　　　　　　　　　　　　　　（　平成２１年　　８月　　1日　　）

　ｃ　文部科学省ホームページから、貴学ホームページの「設置計画履行状況報告書」掲載ページへのリンク

　　　　　※大学設置室メールアドレス ： d-secci@mext.go.jp

　　　　　なお，「②」について，「ｄ」のリンク先のアドレスが未定の場合は，決まり次第，文部科学省高等教育局

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　承 諾 す る　・　承諾しない　）

（４） 情報提供に関する事項

①　設置届出書

②　設置計画履行状況報告書

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　平成２１年　　８月　　1日　　）

　ｃ　文部科学省ホームページから、貴学ホームページの「設置届出書」掲載ページへのリンク

　d　上記で「承諾する」を選んだ場合、そのリンク先のアドレス

　　　　ず記入してください。また，「①　設置の趣旨・目的の達成状況に関する総括評価・所見」については，でき

　　　　　また、「①」又は「②」の「ｃ」において「承諾する」場合，文部科学省のホームページにてリンク先を掲

　　　　載しますので，大学等のトップページではなく直接リンクする先を「ｄ」に記入してください。

　　　　大学設置室あてに，メールにてご報告ください。

　　　　公表後の取扱いについて記入してください。

　　　　及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

　　　２　「（１） 設置計画変更事項等」の記入事項は，原則として，設置届出書の「設置の趣旨等を記載した書類」

　　　　の項目に沿って作成し，それ以外の事柄については適宜項目を設けてください。（記入例参照）

　　　３　「(３)　自己点検・評価等に関する事項」については，届出時の計画の変更（又は未実施）の有無に関わら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　承 諾 す る　・　承諾しない　）

（注）１　項目は，１～５の項目により記入した事項以外で，届出時の計画より変更のあったもの（未実施を含む。）

　　　　　　　件名は「【調査係あて】AC報告書等HPリンク先（○○大学）」としてください。

　　　　るだけ具体的な根拠を含めて記入してください。

　　　　　なお，「②　自己点検・評価報告書」については，当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ

　　　　いて記入してください。

　　　４　「（４）情報提供に関する事項」の「①」について，現在は未公表であり，今後公表を予定している場合，
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